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2015 年東大理□3  2019.11.2 追記 

(1) 
paxy  と xy log は、共に 0x において単調増加な曲線である。2つの曲線が接する条件を考える。 
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1

 において最小値 0 をとる。 

0
lim ( )
x

f x


 であり、 lim
log

p

x

x

x
 より lim ( )

x
f x


 である。 

確かに、2つの曲線の共有点は 1点のみであるから 
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(3) 
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※ py ax は上に凸の場合もあり得る。実際、(3)の解は上に凸。図は下に凸の場合 ( 1)p  である。 
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